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表紙絵  清原 嘉彦 

 

運転手のウスマン君の故郷はバンドン郊外の田舎であった。例に漏れず、職探しで若い頃にジャカル

タに出稼ぎに来て、幾多の仕事を経て現在ある様だ。或る時、彼と彼の実家に旅した折、隣の家の老

人が絹の紡ぎをしている風景に、ビックリして・・・・。日本の昔の姿？と。 
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前書・社会編（下） 

 

社会編は扱う範囲が広いため上下巻に分け、「社会編下巻」では上巻の続きで民族としての「華僑と華人」

を取り上げた。かつて華僑問題は東南アジアの地域問題であったが、中国人の世界各地への進出によって

華僑問題は世界問題にグローバル化していることを痛感する。中国人は東南アジアの嫌われ者から世界の

嫌われ者になりかねない。自己中心的で他を慮る配慮に欠ける民族性から生じる華人の生態をインドネシア

でみておきたい。 

「異邦人として」は初めからこのような章の設定があったわけでない。民族問題の諸々の現象の中でどのよ

うに整理するか判らなかったものを苦し紛れに集めたものである。結果としてインドネシア民族の切り口を変

えた側面になった。 

「宗教」は日本人が最も苦手とする分野である。インドネシア人と日本人の民族性に共通性があるが、明ら

かな差は宗教である。日本人は宗教を敬遠しがちであるが、宗教の基盤であるインドネシア人の「信仰」につ

いては日本人に共感を得るものがあろう。 

インドネシアは大きな「社会変動」の最中である。本書に掲載している社会変動の個々の記述では既に陳

腐化しているかもしれないが、インドネシアの社会変動の底流は見誤っていないと信じている。 

社会変動の中で現代的事象を取り出して「現代社会」として別章立てにした。インドネシアの近年の著しい

様変わりの中でも顕著なのはイスラム化現象であろう。世界に衝撃を与えたバリ島テロ爆破事件に関連する

イスラム過激派を追加した。 

私が初めてインドネシアに関心を持ち始めた 1980年代には情報量は少なく時たまインドネシアのことが記

載された新聞、雑誌を精読した。しかし近年のＩＴ技術の発展で毎日のインドネシアの新聞記事が日本に居

ながらにして読める時代である。あまりにも情報が多すぎて整理できないのも困ったものである。 

 

2008年 6月   著者しるす 
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編者前書き 

2018 年に亡くなった大槻重之さんから、この「インドネシア専科」をもう一度インターネットに挙げてほしいと

生前依頼されたのでここに編集して掲載するものである。 

編集にあたって、巻末の注を脚注に異動し、必要に応じて「編者註」も追加したものである。 

図と写真は編者が作成・撮影して本文に追加したものである。 

 

2019年 6月 

 

編者 田口重久 <omdoyok@infoseek.jp> 
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